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〔No. 20〕生物の擬態に関する次の記述のうち，最も妥当なのはどれか。 
 

１．毒のあるもの同士が似た色彩や斑紋をもつ場合を，ベイツ型擬態という。 
２．ヘンリー・Ｗ・ベイツは，東南アジアの蝶でベイツ型擬態を発見した。 
３．オオシモフリエダシャクは警告色の擬態の例として有名である。 
４．ベイツ型擬態をしている無毒種を擬態者（ミミック）という。 
５．派手な目立つ色をした生物は常に有毒である。 

 
 
〔No. 21〕里山の生物多様性に関する次の記述のうち，誤っているのはどれか。 
 

１．人が長い時間をかけて維持してきた里山の生物多様性は，原生的な自然に
匹敵するほど豊かである。 

２．カタクリやフクジュソウは氷河期において非常に稀であったが，最終氷河
期終了後，農耕と関連した人為攪乱によって里山で増加したと考えられて
いる。 

３．里山の高い生物多様性は，人為による攪乱と景観の異質性が背景にあると
されている。 

４．異なる生態系が隣接することで生態系サービスが相乗的に高まる効果があ
り，代表例として，農地の周辺に林地があると作物生産が高まることが挙
げられる。 

５．里山は狭い範囲に異なる生態系が組み合わさっていることから，モザイク
景観とも呼ばれ，日本人が起伏に富んだ地形をうまく利用して作り上げた
ものとされる。 
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　　　　専門試験　（環境Ⅰ・Ⅱ（生物））

【例題１】

【正答　４】
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〔No. 25〕植物体は根，茎，葉の３種の器官で構成されると一般的に解釈されて
いる。「茎と根の相違点」に関する次の記述のうち，植物形態学の見地から，
誤っているのはどれか。 

 
１．茎は光が当たる状態で葉緑体を発達させることがあるが，根は光が当たる

状態でも葉緑体を発達させることができない。 
２．根にはまったく葉がないが，茎は地中にあっても鱗片状に退化した葉や，

葉の痕跡をもつ。 
３．茎では木部と篩部（師部）が向き合って並立維管束を形成しているが，根

では木部と篩部が交互に配置され，放射状配列の中心柱を形成している。 
４．茎には介在分裂組織があり，先端からかなり離れたところでも伸長成長す

る。 
５．茎が側枝を作る際には，母軸の表層近くの組織で外生的に作られるが，根

が側根を作る際には，母根の内部の組織で内生的に作られる。 
 
 
〔No. 26〕細胞周期に関する次の記述のうち，誤っているのはどれか。 
 

１．カエルの受精卵の最初の数回の細胞分裂では，分裂前の細胞の成長が起こ
らず，多数の小さい細胞に分裂する。 

２．細胞周期のＳ期の間に細胞はＤＮＡを複製する。 
３．Ｇ２期からＭ期に移行する前には，ＤＮＡに損傷がなく複製が完了してい

るかチェックされる。 
４．細胞周期制御系が正しく機能しないと，ガン発生のリスクが生じる。 
５．サイクリンという酵素が細胞周期を制御している。 
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【例題２】

【正答　１】
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〔No. 27〕細胞内の分子に関する次の記述のうち，誤っているのはどれか。 
 

１．細胞内の化合物の多くは糖，脂肪酸，アミノ酸，ヌクレオチドの４種類に
属する。 

２．昆虫の外骨格の主要な構成成分であるキチンは多糖の一種である。 
３．リン脂質は親水性の頭部と疎水性の尾部をもち，細胞膜の主要な構成要素

である。 
４．脂肪酸のうち不飽和脂肪酸は心臓発作や脳卒中のリスクを高める。 
５．塩基は大きく分けて，ピリミジン塩基（シトシン，チミン，ウラシル）と

プリン塩基（グアニン，アデニン）の２種類がある。 
 
 
〔No. 28〕次のうち集団遺伝学の見地から，アレル（allele；対立遺伝子）頻度を変

化させる直接的な要因として，誤っているのはどれか。 
 

１．突然変異 
２．生殖的隔離 
３．選択（淘汰圧） 
４．移住 
５．遺伝的浮動 

 
 
〔No. 29〕ＤＮＡの塩基配列レベルの突然変異の説明に関する次の記述のうち，集

団遺伝学の見地から，誤っているのはどれか。 
 

１．アレルＡからアレルＢへの突然変異率をμとすると，２倍体の生物で，個
体数Ｎの集団では，１世代に２ＮμのＢが新しく出現する。 

２．ヒトでは，突然変異率でくらべると，挿入や欠失は一塩基置換より低いと
推定されている。 

３．突然変異はすべてのＤＮＡ領域で均等に起こるのではなく，ゲノムの中に
は，ほかの場所より突然変異が100倍ほど起こりやすい領域がある。 

４．一塩基置換が起きる突然変異率は，真核生物より原核生物の方が高い傾向
にある。 

５．ＤＮＡ配列レベルの突然変異率と，表現型変異の原因となる突然変異率は
一般には同じではない。 
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【例題３】

【正答　４】


